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静
岡（
駿
河
湾
）地
震
に
学
ぶ

石
材
店
に
求
め
ら
れ
る
危
機
管
理

※『
月
刊
石
材
』２
０
０
９
年
12
月
号（vol.351

）

　

巻
頭
特
集「
静
岡（
駿
河
湾
）地
震
に
学
ぶ
石
材
店
に
求
め
ら
れ
る
危
機
管
理
」よ
り

駿府城の南、大手御門の右側で崩れた外堀の石垣。ほ
かにも数ヵ所被害があり、その修復には約 2年、費用
は 7億 3,000 万円かかるとされる

【静岡（駿河湾）地震、2009 年 8月発生】

第
４
章
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２
０
０
９
年
８
月
11
日
午
前
５
時
７
分
、
静
岡
県
御
前
崎
沖
の

駿
河
湾
内
で
深
さ
23
㎞
を
震
源
と
す
る
静
岡
（
駿
河
湾
）
地
震
（
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
５
、
最
大
震
度
６
弱
）
が
発
生
し
、
県
内
外
に
多

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
と
り
わ
け
、
東
名
高
速
道
路
上
り
線

の
牧
之
原
Ｓ
Ａ
付
近
で
大
規
模
な
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、
お
盆
休

み
の
帰
省
ラ
ッ
シ
ュ
を
直
撃
し
た
こ
と
、
あ
る
い
は
駿
府
城
の
堀

の
石
垣
が
崩
落
し
た
こ
と
は
新
聞
や
テ
レ
ビ
等
で
も
大
き
く
報
じ

ら
れ
た
。
た
だ
し
、
今
回
の
地
震
は
そ
の
規
模
の
わ
り
に
人
身
・

建
物
の
被
害
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
す
で
に
「
過
去
の
も

の
」
と
し
て
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
石
材
関
係
に
限
定
し
て
被
害
を
見
る
と
、
テ
レ
ビ
等

で
は
大
き
く
報
じ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
墓
石
の
転
倒
や
ズ
レ

な
ど
の
被
害
が
各
地
で
確
認
さ
れ
て
お
り
、
地
震
発
生
か
ら
３
ヵ

月
余
り
経
過
し
た
２
０
０
９
年
11
月
、
そ
の
修
復
作
業
は
今
な
お

一
部
の
地
域
で
続
い
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
被
災
地
周
辺
の
石
材
店
を
11
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
訪

ね
、
今
回
の
地
震
に
よ
る
被
害
状
況
や
そ
の
修
復
に
向
け
て
各
社

が
ど
う
対
処
し
た
か
に
つ
い
て
取
材
し
た
。

■
地
震
の
概
要

　

ま
ず
、
報
道
資
料
な
ど
か
ら
今
回
の
地
震
の
概
要
と
主
な
被
害

状
況
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

こ
の
地
震
で
最
大
震
度
６
弱
を
記
録
し
た
の
は
、
静
岡
県
伊
豆

市
、
御
前
崎
市
、
牧
之
原
市
、
焼
津
市
の
４
市
。
静
岡
市
内
で
は

県
庁
や
駿
府
城
が
あ
る
葵
区
、
登
呂
遺
跡
や
久
能
山
東
照
宮
が
あ

る
駿
河
区
、
そ
し
て
両
市
の
東
寄
り
に
位
置
す
る
清
水
区
（
旧
清
水

市
な
ど
）
で
そ
れ
ぞ
れ
震
度
５
強
を
記
録
し
て
い
る
。

　

な
お
、
駿
河
湾
に
面
し
て
い
る
市
町
村
で
、
唯
一
富
士
市
だ
け

が
震
度
４
と
、
神
奈
川
や
東
京
都
と
同
程
度
の
揺
れ
だ
っ
た
。
県

外
で
は
長
野
県
泰
阜
村
の
震
度
５
弱
が
最
も
大
き
か
っ
た
。
国
土

地
理
院
の
観
測
結
果
に
よ
る
と
、
こ
の
地
震
に
よ
っ
て
、
焼
津
市

が
西
へ
２
㎝
、
藤
枝
市
は
西
北
西
へ
１
㎝
移
動
し
た
と
い
う
。

　

人
的
被
害
は
死
者
１
名
（
崩
れ
落
ち
た
書
籍
に
埋
も
れ
て
の
窒
息

死
）
、
負
傷
者
２
４
５
名
。
建
物
に
関
し
て
は
住
宅
３
棟
の
半
壊
（
全

壊
な
し
、
一
部
破
損
は
７
０
０
０
棟
余
り
）
に
留
ま
っ
た
。

　

地
震
の
規
模
が
大
き
い
わ
り
に
被
害
が
少
な
か
っ
た
一
つ
の
理

由
と
し
て
は
、
静
岡
県
全
体
で
地
震
対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
県
の
政
策
と
し
て
「
東
海
地
震
に

お
け
る
旧
耐
震
基
準
の
木
造
住
宅
の
倒
壊
に
よ
る
死
者
を
ゼ
ロ
に

す
る
」
と
い
う
数
値
目
標
を
掲
げ
て
、
耐
震
補
強
や
建
て
替
え
の
補

助
を
積
極
的
に
支
援
し
て
き
た
も
の
で
、
同
県
庁
は
「
震
度
６
弱
に

よ
る
全
壊
家
屋
は
ゼ
ロ
」
と
事
前
に
予
測
し
て
い
た
が
、
今
回
の
地
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震
は
そ
れ
を
裏
付
け
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
筑
波
大
学
准
教
授
の
境
有
紀
氏
は
自
身
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
「
家
屋
が
倒
壊
し
や
す
い
地
震
の
揺
れ
は
周
期
１
〜
２
秒
の

振
動
だ
が
、
今
回
の
地
震
は
０
・
５
秒
以
下
の
極
め
て
短
い
周
期

が
主
だ
っ
た
た
め
、
体
感
で
は
激
し
い
揺
れ
を
感
じ
て
も
、
家
屋

が
全
壊
す
る
よ
う
な
被
害
は
な
く
、
屋
根
瓦
が
落
ち
た
り
ズ
レ
る

程
度
の
軽
微
な
被
害
に
留
ま
っ
た
」
と
指
摘
す
る
（h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

k
z
.
t
s
u
k
u
b
a
.
a
c
.
j
p
/
~
s
a
k
a
i
/
0
9
1
.
h
t
m

）
。

　

他
に
は
、
揺
れ
の
時
間
が
20
秒
余
り
と
短
か
っ
た
こ
と
、
ま
た

県
内
の
家
具
の
固
定
率
が
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
63
％
だ
っ
た
こ

と
な
ど
も
被
害
が
少
な
く
て
済
ん
だ
要
因
の
一
つ
と
し
て
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

■
墓
石
の
被
害
状
況

　

静
岡
県
石
材
組
合
（
河
野
篤
史
理
事
長
）
の
役
員
会
が
地
震
発

生
か
ら
10
日
後
の
８
月
21
日
に
開
か
れ
た
が
、
そ
の
際
、
各
地
区

の
代
表
者
に
よ
っ
て
被
害
状
況
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
県
内
で
は
御
前
崎
市
、
焼
津
市
、
静
岡
市
、
伊
豆
の
国
市
大
仁
、

富
士
郡
芝
川
町
な
ど
で
墓
石
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
。
と
り
わ
け
、

寺
院
数
の
多
い
静
岡
市
内
は
墓
石
の
被
害
も
相
当
数
あ
り
、
連
日

そ
の
復
旧
作
業
に
追
わ
れ
た
た
め
、
同
市
の
組
合
長
は
役
員
会
に

出
席
す
る
こ
と
す
ら
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
飛
島
建
設
技
術
研
究
所
は
８
月
14
、
15
日
、
現
地
で
被

害
調
査
を
実
施
。
そ
の
調
査
で
は
、
墓
石
の
災
害
に
も
着
目
し
て

お
り
、
日
本
石
材
産
業
協
会
の
協
力
を
得
て
、
同
会
の
常
任
理
事

ほ
か
静
岡
支
部
の
４
氏
が
同
行
し
た
。
調
査
ル
ー
ト
は
、
初
日
が

静
岡
市
内
か
ら
海
沿
い
に
移
動
し
て
御
前
崎
市
ま
で
、
翌
日
は
伊

豆
半
島
西
岸
と
中
央
部
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
同
研
究
所
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
に
10
月
２
日
付
け
で
公
表
し
て
い
る
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

t
o
b
i
-
t
e
c
h
.
c
o
m
/

）
。

　

そ
の
報
告
書
は
、
墓
石
に
関
す
る
被
害
の
概
要
と
し
て
「
大
井
川

付
近
の
低
地
内
の
寺
院
で
は
墓
石
の
移
動
・
回
転
・
転
倒
や
液
状

化
が
見
ら
れ
た
」
「
牧
之
原
市
で
は
液
状
化
に
起
因
し
た
墓
地
の
大

き
な
被
害
が
見
ら
れ
た
」
「
伊
豆
市
内
で
は
同
じ
墓
地
内
で
も
他
の

場
所
で
は
被
害
が
見
ら
れ
な
い
中
で
、
特
定
の
細
い
尾
根
筋
に
立

て
ら
れ
た
墓
石
の
み
が
被
害
を
受
け
る
事
例
が
見
ら
れ
た
」
と
述
べ

た
上
で
、
そ
の
詳
し
い
被
害
状
況
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
説
し

て
い
る
（
原
文
は
写
真
付
き
）
。

・
（
展
示
品
で
未
接
着
の
）
墓
石
に
被
害
な
し
（
焼
津
市
内
の
墓
石
展

示
場
）

・
多
く
の
墓
石
は
被
害
な
し
。
い
く
つ
か
に
墓
石
の
移
動
・
回
転
あ

り
。
墓
石
の
回
転
率
は
14
分
の
９
。
パ
ッ
カ
ー
型
の
中
台
移
動
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で
隙
間
が
発
生
（
焼
津
市
、
大
井
川
下
流
左
岸
・
竜
泉
寺
）

・
古
い
墓
石
は
全
て
転
倒
＝
10
分
の
10
（
同
・
長
徳
寺
）

・
（
墓
地
内
の
通
路
で
）
液
状
化
に
よ
る
噴
砂
。
古
い
墓
石
は
転
倒
。

墓
石
の
移
動
・
回
転
、
液
状
化
に
よ
る
沈
下
・
傾
斜
（
同
・
喜
徳
庵
）

・
被
害
な
し
（
榛
原
郡
吉
田
町
、
呑
海
寺
）

・
古
い
も
の
以
外
に
墓
石
の
転
倒
な
し
＝
約
50
分
の
０
。
回
転
は
４

基
（
牧
之
原
市
、
妙
昌
寺
）

・
古
い
も
の
以
外
に
墓
石
の
転
倒
な
し
＝
約
２
０
０
基
。
回
転
・
移

動
は
４
基
（
同
・
法
光
寺
）

・
転
倒
な
し
＝
約
２
０
０
基
（
同
・
長
興
寺
）

転倒したさお石や小物で塞がれた通路
（牧之原市・寺院墓地）

・
転
倒
な
し
＝
約
２
０
０
基
（
同
・
安
楽
寺
）

・
転
倒
率
約
９
％
＝
65
分
の
６
。
回
転
14
基
。
納
骨
扉
落
下
に
よ
る

損
傷
（
同
・
浄
心
寺
）

・
推
定
転
倒
率
50
％
以
上
＝
１
２
６
分
の
64
。
液
状
化
が
起
因
と
見

ら
れ
る
噴
砂
（
同
・
心
月
寺
）

・
被
害
な
し
（
沼
津
市
、
蓮
窓
寺
）

・
１
基
だ
け
わ
ず
か
回
転
。
他
に
被
害
な
し
（
同
・
長
福
寺
）

・
被
害
な
し
（
同
・
航
浦
禅
院
）

・
非
常
に
古
い
墓
石
が
転
倒
。
他
は
回
転
・
移
動
あ
る
が
転
倒
な
し

（
伊
豆
市
・
小
土
肥
地
区
の
墓
地
）

・
東
向
き
の
細
い
尾
根
筋
上
の
墓
石
に
大
き
な
被
害
。
転
倒
墓
石
の

上
台
に
は
短
い
心
棒
や
曲
が
っ
た
も
の
（
同
・
東
向
寺
）

・
古
墓
石
１
基
の
み
転
倒
。
ほ
と
ん
ど
被
害
な
し
（
同
・
永
徳
寺
）

・
東
に
伸
び
る
尾
根
筋
の
み
墓
石
転
倒
。
転
倒
率
50
％
以
上
。
転
倒

は
目
粗
し
＋
モ
ル
タ
ル
施
工
（
古
墓
石
）
、
目
粗
し
な
し
の
モ
ル

タ
ル
施
工
、
太
く
て
短
い
心
棒
が
抜
け
た
も
の
な
ど
。
北
側
斜

面
で
は
墓
石
の
移
動
は
少
し
あ
る
が
転
倒
な
し
（
同
・
修
善
寺
）

■
墓
石
転
倒
の
要
因
は
？

　

今
回
の
地
震
で
被
害
を
受
け
た
墓
石
は
、
そ
の
大
半
が
古
い
年

代
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
耐
震
接
着
剤
や
免
震
マ
ッ
ト
、
金
具
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宝篋印塔が転倒し、大名墓はさお石が回転した
（焼津市内）

五輪塔が転倒し、両脇のさお石は回転している
（焼津市内）

な
ど
を
正
し
い
方
法
で
し
っ
か
り
施
工
し
て
あ
る
も
の
は
ほ
と
ん

ど
被
害
が
な
か
っ
た
。
静
岡
県
石
材
組
合
の
河
野
理
事
長
が
社
長

を
務
め
る
㈲
河
野
石
材
工
業
所
は
最
大
震
度
を
記
録
し
た
焼
津
市

内
に
店
舗
が
あ
り
、
理
事
長
本
人
も
こ
れ
だ
け
大
き
な
揺
れ
は
生

ま
れ
て
初
め
て
の
経
験
だ
っ
た
。

　

河
野
理
事
長
は
、
同
社
周
辺
の
被
害
状
況
や
先
の
役
員
会
で
の

情
報
な
ど
か
ら
、
今
回
の
地
震
で
被
害
を
受
け
た
墓
石
に
共
通
し

て
見
ら
れ
る
特
徴
と
し
て
、
次
の
３
点
を
挙
げ
て
い
る
。

①
古
く
て
立
派

　

い
わ
ゆ
る
大
名
墓
な
ど
は
、
頭
で
っ
か
ち
の
倒
れ
や
す
い
構
造

で
、
戦
前
戦
後
に
建
て
た
古
い
も
の
は
モ
ル
タ
ル
が
劣
化
し
、
接

着
力
が
弱
ま
っ
て
い
る
（
カ
ロ
ー
ト
だ
け
で
も
新
し
く
直
し
た
も
の

は
概
ね
大
丈
夫
だ
っ
た
）
。

②
五
輪
塔

　

複
数
の
部
材
を
積
み
重
ね
た
構
造
で
、
も
と
も
と
「
地
震
に
強
い
」

と
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
強
い
短
時
間
の
揺
れ
に
は
耐
え
ら
れ

な
か
っ
た
。

③
細
く
て
長
い

　

細
長
い
軍
人
塔
や
兵
隊
墓
な
ど
は
設
置
面
積
が
小
さ
い
上
、
重

心
が
高
い
た
め
、
構
造
的
に
不
安
定
で
あ
る
。

　

―
と
い
う
も
の
（
上
の
写
真
２
点
は
同
社
提
供
）
。

　

「
し
た
が
っ
て
、
古
い
墓
石
を
修
復
す
る
際
は
、
そ
の
当

時
の
仕
上
げ
に
合
わ
せ
て
、
荒
斫
り
や
ノ
ミ
切
り
、
ビ
シ
ャ

ン
な
ど
を
か
け
る
必
要
が
あ
り
、
久
し
ぶ
り
に
道
具
を
使
っ

た
の
で
、
石
屋
の
原
点
に
帰
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

確
か
に
今
は
、
普
段
の
仕
事
で
腕
を
ふ
る
う
機
会
は
な
い

し
、
必
ず
し
も
必
要
な
技
術
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

一
流
を
目
指
す
必
要
は
な
い
も
の
の
、
石
屋
で
あ
る
以
上
、

少
な
く
と
も
道
具
を
扱
え
る
く
ら
い
の
技
術
は
身
に
つ
け

て
お
く
べ
き
だ
と
実
感
し
ま
し
た
」

　

と
河
野
理
事
長
は
振
り
返
る
。
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無鉄筋の石塀が崩落したため、とりあえず道路脇に寄
せられた（牧之原市、写真：同社提供）

同社の本施工で、外柵の内部に頑丈に取り付けられ
た L字金具。合端上部にも十字金具が埋め込まれて
いる（写真：同社提供）

■
地
震
発
生
後
の
対
応
①

　

最
大
震
度
を
記
録
し
た
牧
之
原
市
は
、
墓
石
の
被
害
が
最
も
大

き
か
っ
た
地
域
の
一
つ
。
地
元
の
㈱
牧
之
原
石
材
（
本
社
＝
牧
之
原

市
、
影
山
晃
社
長
）
に
よ
る
と
、
最
近
施
工
し
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど

被
害
が
な
く
、
古
い
墓
石
に
被
害
が
集
中
し
た
。
「
同
じ
市
内
で
も

被
害
状
況
に
バ
ラ
ツ
キ
は
あ
る
が
、
最
も
ひ
ど
い
と
こ
ろ
で
墓
石

の
９
割
が
転
倒
す
る
被
害
が
あ
っ
た
」
と
い
う
。

　

同
社
自
身
も
焼
津
市
内
に
あ
る
大
井
川
店
が
店
舗
や
一
部
展
示

品
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
も
の
の
、
周
辺
の
被
害
状
況
の
把
握

や
顧
客
対
応
に
追
わ
れ
て
、
社
内
の
こ
と
ま
で
手
が
回
ら
ず
、
そ

の
修
復
作
業
は
県
内
の
石
材
店
に
頼
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

同
社
が
地
震
直
後
に
と
っ
た
行
動
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
午
前
５
時
７
分
、
自
宅
で
就
寝
中
、
地
震
発
生
。
す
ぐ
目
覚
め

た
が
揺
れ
が
続
く
間
は
動
け
な
い
。
外
で
は
市
の
警
報
が
鳴
り
、

地
震
発
生
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
る
。

②
テ
レ
ビ
の
速
報
で
、
牧
之
原
市
が
最
大
震
度
だ
っ
た
こ
と
を
知

る
。
津
波
警
報
も
発
令
さ
れ
、
海
に
近
い
実
家
や
社
員
宅
に
電

話
を
す
る
が
繋
が
ら
な
い
（
メ
ー
ル
の
方
が
連
絡
を
取
り
や
す

か
っ
た
）
。

③
破
損
の
激
し
い
リ
ビ
ン
グ
を
片
付
け
、
車
で
本
社
へ
直
行
。
事
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全優石が有事の対応を想定して作成した修理依頼書。
通常・緊急用の２種類あり、この他に被害写真を添
付する台帳もある。地震報告書には過去の被害写真
や個々の被害状況をまとめた検分結果記録書などが
掲載されている

務
所
内
は
散
乱
状
態
で
、
パ
ソ
コ
ン
１
台
が
転
落
。
何
も
固
定

し
て
い
な
い
灯
籠
や
お
地
蔵
様
、
小
物
な
ど
が
転
倒
。
仮
施
工

の
墓
石
も
ズ
レ
て
い
た
。

④
近
隣
墓
地
を
巡
回
。
６
時
30
分
頃
よ
り
お
客
様
か
ら
の
電
話
が

社
長
の
携
帯
に
転
送
さ
れ
て
く
る
。

⑤
７
時
30
分
頃
、
再
び
出
社
（
幼
児
の
い
る
パ
ー
ト
さ
ん
は
休
み
と

し
た
が
、
他
の
社
員
は
ほ
と
ん
ど
出
社
。
休
み
だ
っ
た
社
員
も

出
社
し
て
く
れ
た
）
。
事
務
所
と
展
示
場
の
片
付
け
を
し
な
が
ら
、

お
客
様
か
ら
の
電
話
対
応
に
追
わ
れ
る
。

　

「
日
頃
か
ら
東
海
大
地
震
に
備
え
て
防
災
意
識
は
高
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
家
屋
の
被
害
が
予
想
し
て
い
た
よ
り
少
な
か
っ

た
た
め
か
、
意
外
と
早
く
墓
地
確
認
に
出
か
け
た
お
客
様
が
た

く
さ
ん
い
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
」
と
い
う
。

⑥
次
々
と
掛
か
っ
て
く
る
電
話
の
内
容
を
メ
モ
書
き
す
る
だ
け
で

は
、
必
要
事
項
を
聞
き
漏
ら
し
た
り
、
後
で
書
類
と
し
て
整
理

す
る
の
も
困
難
で
ミ
ス
が
起
き
か
ね
な
い
の
で
、
急
遽
、
㈳
全

国
優
良
石
材
店
の
会
（
全
優
石
、
吉
田
剛
会
長
）
か
ら
以
前
も
ら
っ

た
地
震
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
て
、
社
長
と
営
業
部
と
で

今
後
の
対
応
を
検
討
。

　

ま
ず
社
員
で
手
分
け
し
て
周
辺
の
被
害
状
況
（
写
真
撮
影
も
）
の

把
握
に
努
め
、
緊
急
措
置
と
し
て
安
全
性
の
確
保
が
必
要
な
も

の
を
最
優
先
で
直
し
、
カ
ロ
ー
ト
が
露
出
し
た
状
態
な
ど
で
す

ぐ
に
直
せ
な
い
も
の
に
は
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
掛
け
て
対
応
し
た
。

　

―
と
の
こ
と
（
38
頁
の
写
真
は
同
社
提
供
）
。

　

修
復
方
法
は
、
そ
の
被
害
状
況
と
お
客
様
の
依
頼
内
容
に
よ
っ

て
異
な
る
が
、
同
社
の
場
合
、
簡
単
な
ズ
レ
を
無
料
サ
ー
ビ
ス
で

直
し
た
も
の
以
外
は
、
現
場
対
応
で
き
る
範
囲
で
、

①
と
り
あ
え
ず
原
状
復
帰
（
コ
ー
キ
ン
グ
の
み
）

②
耐
震
金
具
の
取
り
付
け
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③
心
棒
、
耐
震
金
具
、
接
着
剤
の
取
り
付
け

　

な
ど
に
分
け
て
、
そ
の
工
事
内
容
に
応
じ
て
請
求
し
た
。

　

修
復
作
業
は
、
社
員
を
交
え
た
外
注
１
班
を
含
め
て
全
部
で
３
班

で
対
応
。
一
つ
の
班
が
処
理
で
き
る
件
数
は
、
や
は
り
移
動
範
囲
や

修
復
内
容
に
よ
り
異
な
る
が
、
多
く
て
１
日
５
〜
６
件
、
平
均
で
３

〜
４
件
。
そ
の
間
に
予
定
し
て
い
た
新
規
建
立
の
仕
事
は
、
日
程
が

延
ば
せ
る
も
の
は
１
ヵ
月
ほ
ど
延
期
し
て
も
ら
っ
た
（
今
回
の
被
害

を
機
に
墓
石
を
建
替
え
た
ケ
ー
ス
も
５
件
ほ
ど
あ
っ
た
）
。

　

同
社
が
直
接
依
頼
を
受
け
た
も
の
だ
け
で
１
０
０
件
余
り
。
商

談
の
た
め
今
な
お
保
留
中
の
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
修
復

工
事
は
11
月
上
旬
頃
に
は
完
了
し
た
。

　

「
迅
速
に
対
応
で
き
ず
、
１
割
に
満
た
な
い
お
客
様
か
ら
《
待
て

な
い
か
ら
自
分
た
ち
で
直
し
た
》
と
か
《
ま
だ
や
っ
て
く
れ
な
い
の

か
》
と
お
叱
り
の
電
話
も
あ
り
ま
し
た
。
同
業
者
か
ら
は
妬ね
た

ま
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
正
直
、
大
変
な
思
い
を
し
ま
し
た
。
こ

う
い
う
時
こ
そ
社
員
全
員
の
連
携
が
必
要
で
、
日
頃
か
ら
注
意
と

管
理
を
怠
ら
ず
、
基
本
で
あ
る
報
告
・
連
絡
・
相
談
を
徹
底
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、

墓
石
本
体
だ
け
で
な
く
、
基
礎
や
土
台
な
ど
の
耐
震
工
法
に
つ
い

て
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
」

　

と
影
山
社
長
は
述
べ
て
い
る
。

■
地
震
発
生
後
の
対
応
②

　

駿
府
城
の
お
堀
の
石
垣
一
部
が
崩
れ
る
な
ど
の
被
害
に
見
舞
わ

れ
た
静
岡
市
は
震
度
５
強
の
揺
れ
。
同
市
内
に
本
社
を
置
く
㈱
イ

シ
フ
ク
（
望
月
秀
康
社
長
）
は
、
ご
存
じ
の
通
り
卸
業
者
で
あ
り
小

売
業
は
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
い
が
、
望
月
社
長
の
檀
家
寺
（
静
岡
市

内
）
ほ
か
数
ヵ
寺
か
ら
連
絡
が
入
っ
た
た
め
、
地
震
後
は
、
そ
れ
ら

の
お
寺
に
あ
る
墓
石
の
修
復
工
事
に
追
わ
れ
た
。

　

地
震
後
は
ま
ず
、
同
社
の
望
月
威
男
会
長
と
望
月
茂
樹
副
社
長

が
本
社
へ
行
き
、
被
害
状
況
を
確
認
。
大
板
の
何
枚
か
が
倒
れ
バ

ラ
バ
ラ
に
割
れ
、
ま
た
展
示
し
て
い
た
墓
石
約
３
０
０
基
の
う
ち
、

２
基
の
さ
お
石
が
落
下
し
て
い
た
。
そ
の
他
さ
お
石
の
ズ
レ
、
小

物
が
落
ち
た
く
ら
い
で
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
。
「
さ
お
石
は
、

不
思
議
な
こ
と
に
す
べ
て
左
回
り
、
最
大
30
度
ほ
ど
ス
ピ
ン
し
て

い
た
」
と
望
月
副
社
長
。

　

そ
の
後
、
望
月
会
長
は
檀
家
寺
へ
行
き
被
害
状
況
を
調
査
し
た
。

同
寺
に
は
約
１
３
０
０
基
の
墓
石
が
あ
り
、
寺
院
墓
地
と
し
て
は

大
規
模
で
、
崩
れ
て
い
る
墓
石
は
な
い
も
の
の
、
灯
籠
は
数
本
倒

れ
て
通
路
を
ふ
さ
ぎ
、
さ
お
石
が
ズ
レ
て
い
る
墓
石
が
相
当
数
あ
っ

た
。
ま
た
、
上
台
や
中
台
か
ら
ズ
レ
て
い
た
り
、
４
つ
合
わ
せ
の

中
台
（
通
称
パ
ッ
カ
ー
）
が
開
い
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
。
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お寺にあった墓地区画図
を拡大し墓石復旧状態を
把握するための墓地図を
作成。約 1,300 基の墓石
を Aから E までの 5 区画
に分け、終わった順にマー
カーで色を付けていった
（上）。
また、復旧作業を効率よ
くおこなうために、作業
前には順番を決めた（左）。
区画番号を整理する中で、
同じ番号、欠番なども見
つかった

　

望
月
会
長
は
墓
地
の
被
害
状
況
を
把
握
す
る

た
め
に
、
す
ぐ
に
お
寺
か
ら
墓
地
の
区
画
割
が

書
か
れ
た
図
面
を
借
り
、
そ
れ
を
拡
大
コ
ピ
ー

し
、
墓
地
の
被
害
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
墓

地
図
を
作
成
。
地
震
が
発
生
し
て
４
、
５
時
間
後

に
は
倒
れ
た
灯
籠
の
片
付
け
や
、
ズ
レ
た
墓
石

を
修
復
（
応
急
措
置
）
す
る
た
め
の
工
事
班
１
班

（
社
員
３
人
）
が
お
寺
に
到
着
。
午
後
に
は
２
班

が
加
わ
り
、
施
主
に
あ
と
で
確
認
し
て
も
ら
え

る
よ
う
修
復
前
後
の
写
真
撮
影
、
被
害
状
況
・

区
画
番
号
・
名
前
な
ど
を
ノ
ー
ト
に
記
載
し
た
。

　

「
石
塔
が
ひ
ど
く
動
い
て
し
ま
っ
て
い
る
お

施
主
さ
ん
に
は
ご
住
職
が
電
話
を
入
れ
ま
し
た
。

た
だ
、
そ
の
人
た
ち
が
お
寺
に
駆
け
つ
け
る
の

で
、
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
て
し
ま
う
場
合
も
あ

り
、
た
い
へ
ん
で
し
た
」
と
望
月
副
社
長
。
今
回

の
地
震
で
は
、
墓
石
が
地
盤
か
ら
崩
れ
る
よ
う

な
ケ
ー
ス
は
な
く
、
ま
た
大
き
な
余
震
も
な
か
っ

た
た
め
、
大
き
な
被
害
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、

状
況
に
よ
っ
て
は
、
墓
地
へ
の
立
ち
入
り
禁
止

措
置
が
必
要
と
な
る
ケ
ー
ス
も
出
て
こ
よ
う
。

修復作業前後には、墓石前に施主名、区画番号を
書いたボードを置き写真を撮影。撮影方法も統一
した（写真：同社提供）

静岡市営のある墓地には、2尺角の墓石が修復され
ずに残っていた（2009 年 11 月 24 日現在）。外柵
も崩れており、完全修復にはしばらく時間がかか
りそうだ
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静岡市石材工業組合の「平成 21 年 8月駿河湾沖地震
における墓石復旧作業基本単価表」

イシフクで作成した墓石カルテ

　

地
震
当
日
の
夜
に
は
、
静
岡
市
石
材
工
業
組
合
の
役
員
会
が
開

か
れ
た
。
そ
こ
で
は
同
社
提
案
の
「
駿
河
湾
沖
地
震
に
お
け
る
墓
石

復
旧
作
業
基
本
単
価
」
を
組
合
統
一
単
価
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
を

決
定
（
上
記
、
98
頁
参
照
）
。
採
算
が
取
れ
る
単
価
で
は
な
い
が
、「
修

復
価
格
を
早
く
決
め
た
ほ
う
が
作
業
は
進
む
。
ま
た
皆
が
バ
ラ
バ

ラ
な
単
価
で
修
復
す
る
よ
り
も
、
組
合
統
一
価
格
の
ほ
う
が
お
施

主
さ
ん
も
安
心
」
（
望
月
会
長
）
と
い
う
考
え
で
あ
っ
た
。

　

地
震
直
後
に
檀
家
寺
の
問
い
合
わ
せ
窓
口
と
な
っ
た
同
社
で
は
、

墓
石
カ
ル
テ
（
上
記
、
１
０
０
頁
参
照
）
・
電
話
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
（
次
頁
参
照
）
。
他
社
が
建
て
た
墓
石
も
あ
っ
た
が
、
お
寺

の
指
名
で
同
社
が
窓
口
と
な
り
、
境
内
に
も
受
付
を
設
け
、
多
い

と
き
に
は
１
日
に
30
人
近
く
が
直
接
墓
石
を
確
認
す
る
た
め
に
墓

地
へ
来
た
。
お
盆
の
真
っ
只
中
、
ま
た
お
彼
岸
を
控
え
た
時
期
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
墓
石
の
状
況
は
誰
も
が
気
に
な
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
地
震
後
の
対
応
は
、
お
寺
と
墓
石
店
が
常
日
頃
か
ら
考
え

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
一
緒
に
な
っ
て
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
こ
と
も
必
要
と
い
え
よ
う
。

　

10
月
末
に
は
一
通
り
の
修
復
作
業
を
終
え
た
が
、
結
局
、
市
営

墓
地
、
寺
墓
地
を
合
わ
せ
数
ヵ
所
を
15
人
前
後
、
５
班
に
分
か
れ

て
作
業
に
あ
た
っ
た
。
本
社
事
務
所
で
は
通
常
の
卸
業
務
も
お
こ

な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
郡
山
支
店
の
応
援
を
仰
い
だ
。
静
岡
で
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も
被
害
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
清
水
に
あ
る
同
社
の
得
意
先
石
材

店
か
ら
も
、
「
手
伝
い
ま
し
ょ
う
か
」
と
有
り
難
い
声
が
あ
っ
た
。

　

檀
家
寺
で
は
約
１
３
０
０
基
の
う
ち
、
約
３
０
０
基
の
墓
石
を

修
復
し
、
そ
の
う
ち
半
分
が
無
償
で
半
分
が
有
償
。
さ
お
石
の
ズ

レ
な
ど
簡
単
に
修
復
で
き
る
も
の
は
無
償
で
、
接
着
や
目
地
な
ど

を
や
り
直
し
た
場
合
は
有
償
と
し
た
。
修
復
作
業
が
必
要
な
墓
石

の
多
く
が
、
昭
和
50
年
頃
ま
で
に
建
て
ら
れ
た
古
い
墓
石
だ
っ
た
。

　

「
墓
石
の
修
復
作
業
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
喜
ん
で
く
れ
た
。
た

だ
、
有
償
で
も
会
社
と
し
て
は
赤
字
。
そ
れ
は
、
広
告
宣
伝
費
と

し
て
考
え
る
」
と
望
月
会
長
。
中
に
は
宗
教
心
の
違
い
（
先
祖
に
対

す
る
思
い
）
や
所
得
の
問
題
で
、
「
支
払
え
な
い
」
と
い
う
施
主
も
い

た
。
ま
た
、「
耳
が
遠
い
お
施
主
さ
ま
の
対
応
も
た
い
へ
ん
だ
っ
た
」

と
い
い
、
高
齢
化
も
意
識
し
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
だ
。

　

「
地
震
後
の
修
復
作
業
こ
そ
、
石
屋
さ
ん
の
腕
の
見
せ
所
。
ピ
ン

チ
だ
け
ど
チ
ャ
ン
ス
に
で
き
る
。
磨
き
直
し
や
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
、

何
で
も
出
来
る
の
が
石
材
店
」
と
望
月
会
長
。
事
前
に
地
震
対
策
を

と
っ
て
い
て
も
、
少
な
か
ら
ず
被
害
は
発
生
し
て
し
ま
う
。
仮
に

被
害
が
発
生
し
て
も
初
期
対
応
を
間
違
え
な
け
れ
ば
、
ピ
ン
チ
が

チ
ャ
ン
ス
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
地
震
被
害
者
を
救
う
こ
と

で
も
あ
り
、
お
墓
で
考
え
れ
ば
、
ご
先
祖
様
の
た
め
で
も
あ
る
の
だ
。

平成 21 年 8月
駿河湾沖地震における墓石の修理依頼　電話対応マニュアル

【できるだけ聞いておきたいこと】
1、住所
2、氏名
3、電話番号
4、お墓の場所（詳しく）：お寺とお墓の場所が違う場合があるので、あくまでお墓の 
       場所を聞くように。
5、見積もりだけなのか、実際の仕事の依頼なのか（できればこの時点で確認する）
6、お骨が見える状態か否か（緊急を要するかどうかを確認する）
7、細かいお墓の状況確認（別紙の雛型を見ながら）
8、受付日時、電話応対者名

【金額の返答】
1、基本的には現場を確認した上で返答させていただく。
2、返答を急がれるお客様への返答の場合、
　①別紙の価格（組合価格）で答えられれば答える
　②別紙の価格（組合価格）に無い作業の場合は１のようにすすめる
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地震による転倒で部材が散乱した春日灯籠
（藤枝市）

■
周
辺
部
の
被
害
状
況
と
事
後
対
応

　

焼
津
市
（
震
度
６
弱
）
の
内
陸
部
に
位
置
し
、
静
岡
市
（
震
度
５
強
）

と
も
隣
接
す
る
藤
枝
市
は
震
度
５
弱
だ
っ
た
。
㈲
佐
野
石
材
（
本
社

＝
藤
枝
市
、
佐
野
保
男
社
長
）
の
佐
野
雅
基
専
務
は
、
地
元
の
被
害

状
況
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　

「
私
が
見
た
限
り
、
市
内
で
は
主
に
３
ヵ
所
の
寺
院
墓
地
が
大
き

な
被
害
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
と
り
わ
け
被
害
が
集
中
し
た
の
は
、

①
10
年
以
上
前
の
セ
メ
ン
ト
施
工
の
墓
石
、
②
無
縫
塔
、
大
名
墓
、

五
輪
塔
、
兵
隊
墓
、
神
道
墓
な
ど
重
心
が
上
に
あ
る
も
の
、
③
中

台
が
パ
ッ
カ
ー
の
も
の
、
④
金
具
の
入
っ
て
い
な
い
外
柵
、
⑤
灯

籠 

（
墓
所
、
自
宅
）
で
し
た
」

　

と
述
べ
て
お
り
、
や
は
り
被
害
を
受
け
た
の
は
古
い
墓
石
が
多

か
っ
た
よ
う
だ
。
な
お
、
同
社
は
墓
石
用
吸
震
（
救
震
®
）
ゲ
ル
「
安

震
は
か
も
り
®
」
の
正
規
加
盟
店
で
、
店
内
の
展
示
品
は
（
本
施
工

用
の
専
用
接
着
剤
は
使
用
せ
ず
）
吸
震
ゲ
ル
で
仮
施
工
し
て
い
た
が
、

転
倒
や
ズ
レ
な
ど
の
被
害
は
な
か
っ
た
（
壁
に
並
べ
た
石
種
サ
ン
プ

ル
や
小
物
が
落
下
し
、
破
損
し
た
程
度
。
各
写
真
は
同
社
提
供
）
。

　

地
震
発
生
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
従
業
員
・
店
舗
・
工

場
に
被
害
が
な
い
か
を
確
認
し
た
後
、
被
害
状
況
報
告
書
（
ひ
な

形
）
を
急
き
ょ
作
成
し
、
社
員
に
周
辺
寺
院
を
巡
回
し
て
も
ら
っ
た
。

左右に並んだ２基が同じように回転した兵隊墓
（藤枝市・寺院墓地）
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水輪にダボを付けた五輪塔も、墓誌と共に無残に
転倒している（藤枝市・共同墓地）

そ
の
際
の
調
査
対
象
は
、
自
社
だ
け
で
な
く
他
社
に
よ
る
施
工
も

含
め
た
墓
地
全
体
の
被
害
状
況
と
し
、
そ
の
報
告
書
を
寺
院
に
提

出
し
た
。
そ
の
後
の
檀
家
さ
ん
や
施
主
へ
の
連
絡
は
寺
院
を
通
じ

て
お
こ
な
わ
れ
た
。

　

こ
の
方
法
だ
と
、
連
絡
を
受
け
た
檀
家
さ
ん
が
ど
の
石
材
店
に

修
復
工
事
を
依
頼
す
る
か
は
そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
に
任
せ
る
こ
と
に

な
る
が
、
寺
院
と
し
て
は
墓
地
全
体
の
被
害
状
況
を
一
括
し
て
把

握
で
き
る
の
で
喜
ば
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
極
め
て
良

心
的
な
対
応
だ
っ
た
と
言
え
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
動
き
と
は
別
に
、
お
客
様
か
ら
の
電
話

や
来
店
に
よ
る
問
合
せ
は
初
日
か
ら
あ
り
、
被
害
の
あ
っ
た
墓
地

で
直
接
修
復
を
頼
ま
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
同
社
は

そ
の
修
復
内
容
に
合
わ
せ
て
金
額
を
決
定
。
施
主
と
打
合
せ
し
た

上
で
修
復
及
び
地
震
対
策
の
見
積
り
を
提
示
し
、
寺
院
ご
と
に
作

業
日
程
等
を
調
整
し
、
お
盆
明
け
か
ら
本
格
的
な
修
復
作
業
を
お

こ
な
っ
た
（
12
日
、
13
日
は
休
日
だ
っ
た
が
、
社
員
に
臨
時
で
出
社

し
て
も
ら
っ
た
）
。

　

ち
な
み
に
、
こ
れ
ま
で
既
存
墓
へ
の
地
震
対
策
は
月
平
均
３
〜

４
件
だ
っ
た
が
、
地
震
後
は
被
害
の
な
か
っ
た
お
客
様
か
ら
も
問

合
せ
が
あ
り
、
約
１
ヵ
月
間
に
30
件
以
上
の
施
工
依
頼
が
来
た
と

い
う
。
そ
の
後
、
吸
震
ゲ
ル
を
採
用
し
た
修
復
工
事
だ
け
で
月
15

件
ほ
ど
お
こ
な
っ
て
お
り
、
地
震
後
３
ヵ
月
余
り
で
約
60
件
ほ
ど

施
工
し
た
と
い
う
。

　

「
今
回
の
体
験
を
教
訓
と
し
て
、
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
準
備

な
ど
今
後
予
想
さ
れ
る
東
海
大
地
震
に
向
け
て
心
構
え
が
で
き
ま

し
た
。
寺
院
も
お
墓
の
耐
震
に
つ
い
て
、
そ
の
必
要
性
を
認
識
し

て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
《
墓
石
の
転
倒
に
よ
り
隣
の
お
墓

に
与
え
た
損
害
を
ど
う
解
決
す
べ
き
な
の
か
》
《
被
害
状
況
の
把
握

や
工
事
代
金
の
決
定
な
ど
近
隣
石
材
店
と
の
連
携
体
制
を
ど
う
整

え
る
の
か
》
な
ど
が
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
」

　

と
佐
野
専
務
は
指
摘
す
る
。
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■
初
期
工
法
の
見
直
し
や
、
薬
品
塗
布
の
影
響
の
検

証
も

　

牧
之
原
市
（
震
度
６
弱
）
の
内
陸
側
に
位
置
す
る
島
田
市
は
、
そ

の
東
側
で
隣
接
す
る
藤
枝
市
と
同
じ
震
度
５
弱
だ
っ
た
。
㈲
村
田

石
材
工
業
（
本
社
＝
島
田
市
）
の
村
田
善
彦
社
長
に
よ
る
と
、
市
内

で
は
目
立
っ
た
被
害
は
な
く
、
古
い
墓
石
が
少
し
ズ
レ
る
く
ら
い

だ
っ
た
。
そ
の
た
め
地
震
後
、
同
社
は
も
っ
ぱ
ら
他
社
の
修
復
作

業
の
手
助
け
に
回
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
被
害
の
多
く
は

30
年
以
上
前
に
建
て
ら
れ
た
国
産
墓
石
が
中
心
の
た
め
、
そ
の
修

復
工
事
に
伴
っ
て
国
産
材
を
使
用
す
る
こ
と
が
増
え
た
と
い
う
。

　

村
田
社
長
は
静
岡
県
石
工
技
能
士
会
の
前
会
長
で
も
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
石
工
と
し
て
の
経
験
と
今
回
の
被
害
状
況
な
ど
か
ら
、

「
初
期
に
お
こ
な
っ
た
耐
震
工
法
の
点
検
ほ
か
、
一
部
輸
入
品
に
対

す
る
接
着
効
果
な
ど
に
つ
い
て
も
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
問
題
提
議
す
る
。

　

つ
ま
り
、
墓
石
業
界
で
は
こ
れ
ま
で
に
様
々
な
耐
震
工
法
が
採

用
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
中
に
は
、
た
と
え
ば
初
期
の
工
法
に
多

く
見
ら
れ
る
心
棒
の
短
い
も
の
や
、
接
着
剤
の
塗
布
の
仕
方
に
問

題
が
あ
る
も
の
な
ど
、
そ
の
耐
震
性
能
が
明
ら
か
に
疑
問
視
さ
れ

る
も
の
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　

「
日
常
の
業
務
で
も
、
追
加
彫
り
で
石
塔
本
体
の
解
体
が
必
要
な

時
に
、
接
着
剤
で
頑
丈
に
固
定
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
石
塔
が
手
で

力
を
加
え
た
だ
け
で
簡
単
に
剥
が
れ
て
ビ
ッ
ク
リ
し
た
こ
と
が
あ

る
」

　

と
村
田
社
長
は
説
明
す
る
。

　

参
考
ま
で
に
、
『
月
刊
石
材
』
２
０
０
９
年
２
月
号
の
特
集
で
は

「
知
っ
て
お
き
た
い
お
墓
の
接
着
工
法
」
と
し
て
各
社
の
商
品
と
施

工
例
を
紹
介
し
て
い
る
の
で
、
再
読
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
下

地
処
理
に
つ
い
て
「
薬
品
が
塗
布
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
目
荒
し
が

理
想
で
す
」
（
㈱
生
田
化
研
社
『
カ
ケ
ン
ス
ー
パ
ー
コ
ー
ク
』
に
つ
い

て
）
、
「
油
・
（
濡
れ
色
）
撥
水
剤
等
は
サ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
て
石
材
の

素
地
を
出
す
」
（
ボ
ン
ド
商
事
㈱
『
耐
震
ボ
ン
ド
エ
ー
ス
』
ほ
か
）
な

ど
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
前
述
し
た
「
一
部
輸
入
品
」
と
は
、
「
一
部
の
輸
入
品
に

多
く
見
ら
れ
る
、
薬
品
（
油
）
を
塗
っ
た
石
材
」
の
こ
と
で
、
「
そ
の

成
分
が
石
材
表
面
に
残
っ
て
い
る
と
、
接
着
力
が
十
分
発
揮
さ
れ

ず
、
振
動
に
よ
り
剥
離
す
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
村
田
社
長
は
危
惧

す
る
。
薬
品
の
塗
布
に
関
し
て
は
、
古
く
は
日
本
で
も
自
社
加
工

が
主
流
だ
っ
た
時
代
に
黒
み
か
げ
な
ど
に
塗
布
す
る
ケ
ー
ス
が
見

ら
れ
た
が
（
現
在
は
加
工
技
術
の
発
達
に
よ
り
、
そ
の
必
要
が
な
く

な
っ
た
）
、
「
今
回
の
地
震
で
被
害
を
受
け
た
中
に
は
、
近
年
建
立
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し
た
黒
み
か
げ
の
輸
入
品
で
接
着
剤
が
剥
が
れ
て
転
倒
し
た
も
の

が
あ
っ
た
」
と
い
う
。
そ
の
関
連
性
や
因
果
関
係
な
ど
は
今
こ
こ
で

示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
改
め
て
調
べ

て
み
る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。

■
地
震
後
の
新
た
な
動
き

　

㈱
イ
ワ
サ
キ
石
材
（
島
田
市
）
の
岩
崎
光
寿
社
長
は
、
今
回
の
地

震
が
起
き
た
当
日
、
中
国
に
出
張
中
だ
っ
た
。
滞
在
先
の
テ
レ
ビ

で
そ
の
一
報
を
知
っ
て
驚
い
た
と
い
う
。
幸
い
、
地
元
の
島
田
市

で
は
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
付
き
合
い
の
あ
る
焼
津
市
内

　

同
社
は
い
ま
平
常
業
務
に
戻
っ
て
い
る
が
、
今
回
の
地
震
を
機

に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
地
震
後
、
お
客
様
の
多
く
が

洋
型
墓
石
を
選
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。
同
社
に
よ
る
と
、
新

規
建
立
に
お
け
る
和
型
・
洋
型
の
比
率
は
５
年
ほ
ど
前
で
６
対
４
。

そ
の
後
、
洋
型
が
徐
々
に
増
え
て
逆
転
し
、
地
震
前
は
４
対
６
だ
っ

た
の
が
、
地
震
後
は
そ
の
傾
向
に
さ
ら
に
拍
車
が
掛
か
り
、
２
対

８
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
和
型
墓
石
は
地
方
や
石
材
店
ご

と
の
特
色
が
反
映
さ
れ
た
も
の
が
多
い
だ
け
に
、
今
日
こ
れ
だ
け

耐
震
工
法
が
発
達
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、「
和
型
＝
地
震
に
弱
い
」

と
い
う
先
入
観
だ
け
で
安
易
に
洋
型
が
選
ば
れ
る
と
し
た
ら
、
そ

れ
は
と
て
も
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
デ
フ
レ
不
況
の
再
来
が
心
配
さ
れ
る
中
で
、
い
か
に
低

価
格
競
争
に
歯
止
め
を
掛
け
る
か
も
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。
当

地
の
折
込
チ
ラ
シ
に
は
40
〜
50
万
円
の
墓
石
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と

も
多
々
あ
る
よ
う
で
、
そ
う
し
た
中
で
心
配
さ
れ
る
の
は
、
「
耐
震

工
法
を
導
入
す
る
と
、
そ
の
分
だ
け
値
段
が
高
く
つ
い
て
売
り
に

く
く
な
る
」
と
い
う
考
え
が
一
部
の
石
材
業
者
に
あ
る
こ
と
だ
。
そ

の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
れ
ば
、
本
来
は
標
準
施
工
と
す
べ
き
と

こ
ろ
だ
が
、
と
も
す
る
と
施
工
コ
ス
ト
を
下
げ
る
た
め
に
耐
震
工

法
を
お
客
様
に
提
案
し
な
か
っ
た
り
、
悪
質
な
ケ
ー
ス
で
は
耐
震

工
法
で
手
抜
き
を
す
る
こ
と
な
ど
も
懸
念
さ
れ
る
。

2009 年 4 月にオープンした展示場。「先の地震以来、
売れるのは洋型ばかり」と岩崎社長は嘆く

の
数
ヵ
寺
に
被
害
が
発
生

し
、
帰
国
後
そ
の
対
応

に
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ま
た
、
他
社
か
ら
の

要
請
で
、
静
岡
市
内
の
寺

院
墓
地
の
復
旧
工
事
を
約

１
０
０
基
ほ
ど
手
伝
っ
た
。

　

「
そ
の
石
材
店
が
直
し

た
墓
石
だ
け
で
全
部
で

１
０
０
０
基
く
ら
い
あ

る
」
と
い
う
。
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「
で
す
か
ら
、
当
社
は
い
ろ
い
ろ
選
択
肢
が
あ
る
中
で
、
で
き
る

だ
け
低
コ
ス
ト
で
確
実
に
効
果
の
あ
る
耐
震
工
法
を
採
用
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
、
中
台
は
一
枚
モ
ノ
を
使
用
し
、
心
棒
に
よ
る

石
塔
の
一
体
化
と
高
性
能
接
着
剤
な
ど
を
使
っ
て
、
外
柵
の
根
石

と
基
礎
の
部
分
も
Ｌ
字
金
具
で
し
っ
か
り
固
定
し
ま
す
の
で
、
そ

れ
な
り
に
コ
ス
ト
は
掛
か
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
る
安
心
感
を
前

面
に
打
ち
出
す
こ
と
で
他
社
と
の
差
別
化
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま

す
」

　

と
岩
崎
社
長
は
述
べ
る
。

　

な
お
、
今
回
取
材
し
た
中
で
、
㈱
イ
ワ
サ
キ
石
材
と
㈲
佐
野
石
材
、

㈱
牧
之
原
石
材
、
㈲
村
田
石
材
工
業
の
４
社
は
い
ず
れ
も
全
優
石

の
加
盟
店
で
、
さ
ら
に
静
岡
県
内
の
中
部
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、

中
部
会
と
し
て
定
期
的
に
集
ま
っ
て
情
報
交
換
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。
今
回
の
地
震
に
際
し
て
は
、
４
社
共
同
で
折
込
り
チ
ラ
シ
（
各

社
個
別
の
連
絡
先
と
共
に
、
４
社
共
通
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
掲

載
）
を
作
成
し
、
地
元
周
辺
エ
リ
ア
に
配
布
し
た
。
こ
う
し
た
小
売

店
同
士
の
連
携
や
協
力
体
制
が
即
座
に
と
れ
る
の
も
組
織
な
ら
で

は
の
メ
リ
ッ
ト
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

■
耐
震
工
法
の
提
案
は
慎
重
に

　

静
岡
県
石
材
組
合
の
河
野
理
事
長
は
、
現
状
に
お
い
て
耐
震
（
免

震
）
工
法
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
十
分
認
識
し
て
い
る
も
の
の
、
そ

の
技
術
を
過
信
す
る
余
り
「
大
型
地
震
が
来
て
も
絶
対
倒
れ
ま
せ

ん
」
な
ど
と
断
言
し
た
り
、
顧
客
の
不
安
を
必
要
以
上
に
煽あ

お

っ
た
り
、

弱
み
に
付
け
込
ん
で
そ
れ
を
売
り
込
む
よ
う
な
こ
と
は
慎
む
べ
き

と
し
て
、
「
そ
の
説
明
責
任
を
十
分
果
た
し
た
上
で
慎
重
に
対
処
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
厳
し
く
警
告
す
る
。
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど

ん
な
タ
イ
プ
の
地
震
が
ど
の
程
度
の
規
模
で
発
生
す
る
の
か
、
そ

れ
を
予
測
す
る
の
は
不
可
能
な
こ
と
で
、
そ
れ
を
１
０
０
％
回
避

で
き
る
方
法
は
な
い
か
ら
だ
。

　

し
か
も
、
近
い
将
来
（
30
年
以
内
）
発
生
が
想
定
さ
れ
て
い
る
東

海
地
震
で
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
０
程
度
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
、
揺
れ
の
周
期
は
１
秒
以
上
で
、
そ
れ
が
２
分
以
上
続
く
と
さ
れ
、

人
身
・
建
物
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

る
（
今
回
の
地
震
は
《
こ
の
想
定
さ
れ
た
東
海
地
震
に
結
び
付
く
も

の
で
は
な
い
》
と
の
見
解
が
発
表
さ
れ
て
い
る
）
。

　

こ
れ
は
現
地
で
聞
い
た
情
報
だ
が
、
今
回
の
地
震
で
「
墓
石
の
耐

震
工
法
を
め
ぐ
っ
て
石
材
店
と
顧
客
と
の
間
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
、

訴
訟
問
題
に
ま
で
発
展
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
」
と
も
耳
に
し
て

い
る
。

　

「
む
し
ろ
、
い
つ
起
き
る
か
予
測
で
き
な
い
災
害
に
備
え
て
、
連

絡
網
や
連
携
体
制
を
事
前
に
整
え
て
お
く
こ
と
。
ま
た
、
発
生
後
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に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
べ
き
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
今
の
う

ち
に
決
め
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
」

　

と
河
野
理
事
長
は
述
べ
て
い
る
。
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